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消費者庁第2回「消費者力」育成・強化WTヒアリング

心理学視点から提供される消費者教育の例
「ヒヤリハットするべき怪しいサイン」
拙著 だましの手口：知らないと損する心の法則（PHP新書，2008）

1. 稀有な機会の強調：特別に当たったとか、滅多に
ない幸運なチャンスとかと煽っていないか。

2. 即断即決の要請：人には相談せずに急いで決め
させようとしていないか

3. 優しすぎる勧誘者：日常には関わりなかった人な
のに特別に親切だったりしないか

4. 絶対得する話：無料だとか特別に安いとか簡単に
儲かるとかいうような都合の良い話ではないか
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5. 不得手な内容：自分の詳しくない商品や契約内
容なので売り手を信じて任せておけば大丈夫の
ように言ってないか

6. 動揺した状態：不安、恐怖、そして焦り、あるい
は、好意、罪悪感、責任感などの感情に訴えて
きていないか

7. 権威者や合意者情報の強調：著名な人が使って
いるとか、大変な評判だとかの未確認情報を吹
聴して信頼性を高めていないか

8. 多勢に無勢の状態：相手側は複数で自分側は
ひとりといった状況で勧められていないか。
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若者のだまされやすさの心理傾向テストや警戒チェック・
シート（消費者庁, 2018）は、被害者データのエビデンスを基
礎にした心理測定法の技術が応用されている特徴がある。

䠍 拝䜎䜜䜛䜘うにお願いさ䜜䜛と弱い

䠎 おだてに乗䜚䜔すい

䠏 自信たっ䜇䜚に言䜟䜜䜛と納得してし䜎う

䠐 見かけの良い人だとつい信じてし䜎う

䠑 素敵な異性か䜙の誘いだと断䜜ない

䠒 䝬䝇䝁䝭で取䜚上げ䜙䜜た商品はすぐ試したくな䜛

䠓 好きな有名人が勧䜑䜛商品は買いたくなってし䜎う

䠔 新しい䝎䜲䜶䝑䝖法䜔美容法にはすぐにとびつく

䠕 専門家䜔肩書きがすごい人の意見には従ってし䜎う

10 無料だった䜚返金保証があ䜛な䜙い䜝い䜝試して䜏たい

11 資格䜔能力䜰䝑䝥にはお金䜢惜し䜎ない

12 良いと思った募金にはすぐ応じてい䜛

13 欲しい䜒のは多少の䝸䝇䜽があって䜒手に入䜜䜛

14 ど䜣な相手か䜙の電話で䜒最後䜎で聞く

15 試着䜔試飲䜢したた䜑に、つい買ってし䜎ったことがあ䜛
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「性格的に自分は被害に遭䜟ない」
と思え䜛䜘うな人で䜒䡡䡡䡡

䠐人に䠍人は契約䟿油断は禁物䟿
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勧誘を受けたときは「䠒つの視点」から要確認䟿䝏䜵䝑䜽䝅䞊䝖③
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１.ஐ྾・サービス価ඍへのྲ価

□ਕだけ࿉くポイントやຝัにႳᆙを感じていませんか

□そのஐ྾が、希ங価ඍの৶い（貴୑・レアな）ものだとધっていませんか

□その௖の౟り௏がったဉ囲気にのまれていませんか

３.௖のৈ഍感へのྲ価

□ஙしཾれてきていませんか

□ਕすぐནඇするように言われていませんか

□ஙしඇりづらいとધっていませんか

６．ಈ჎への໴ບ感

□契ᄁ୽やಈ჎୽を、しっかりと見ていないのではありませんか

□ちゃんとිべずに、৬໘・契ᄁしようとしていませんか

５.強引なᅃ౧へのྲ価

□೮ଘの言い၏は、ちょっと強引なところがあるとધいませんか

□なんとなく、೮ଘにലして、ஙし࿑いとધっていませんか

４.ཱིจฦഈლへのྲ価

□それは簡൱には઩࿹えない金額なのではありませんか

□ેたような悪૯ஐၑのଘ঳をဋいたことはありませんか

□൯にも೮ඌせず決めて、಴にఒもうとしていませんか

２.勧ᄢଂへのྲ価

□೮ଘのことを௶ᅖしすぎていませんか

□೮ଘとの関係を壊したくないとધっていませんか

□೮ଘは໖௙では関わりのなかったకなのに、ຝသにఎಀではありませんか
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カルトやマインド・コントロール被
害の対策は予防啓発がもっとも
有効
授業、動画、パンフレットなどの作成・配布
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大学でのカルトやマインド・コントロール対策の試
みは進んでいるのか・・・？

• ポスター、チラシ、パンフレット、
DVDなどで啓発
• オリエンテーションや講演会な
どで啓発

• カルトのリスク対策教員を配置

• カルト相談窓口を常設、教員、
スタッフの研修会実施

•授業科目を設定（必修科目、自
由科目、意識ある教員の配慮
による授業）
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日本脱カルト協会: The Japan Society for Cult
Prevention and Recovery:  JSCPR）

１ 啓発パンフレット
２ DVDやビデオ
３ 講師派遣
４ シンポジウムや
研修会の企画

1995年創立。破壊的カルトの諸
問題の研究をおこない、その成果
を発展・普及させることを目的とし
たネットワークであり、約200名で
構成され、調査・研究部会、カウ
ンセリング部会、家族・元メンバ
ー部会がある。
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学生やその家族にとって３０分の視聴が予防にな
る（家族や高校生以下にどう普及するかが課題）

• キャンパスでの勧誘
シーンをベースにした
ドラマ仕立てにしたこと

• 学生たちの意見を制
作に取り入れたことで
楽しめる内容にしたこ
と

• 複数の被害者インタ
ビューの導入したこと

• 勧誘ロールプレイを導
入したこと

• 専門家による総括的
メッセージで対策を明
瞭化したこと
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学生向けのパフレット（JSCPR）
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保護者・家族向けのパフレット（JSCPR）

ガードの要は、家
族にあるので、入
学資料などの送付
機会に情報提供す
ることが望まれる。
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文献も増えてきている

日本脱カルト協
会(編） 遠見書
房
2008

吉川肇子・杉浦淳
吉・西田公昭(編)
ナカニシヤ出版
2013

西田公昭

さくら舎
2019

江川紹子
岩波書店
2019
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リスク現場の状況認知を高め思
考のモードを切り替える練習
ロールプレイやゲームを重視する手法
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さ

し

す

せ

そ

日頃は、他人を信じて、気楽に
人生を楽しみましょう。でも！

おカネの話になったら
、料理のように

と、頭を切り替える練
習をしておきましょう。

日頃から、練習する心構えが必要です。
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さっと 警戒モードに きりかえる

しっかり 相手と内容を確かめる

そく 誰かに 相談する

すぱっと 怪しさに 気づく

せいいっぱい 誘惑や恐怖に 耐える

さ

し

す

せ

そ

日頃は、他人を信じ
ましょう。でも！

お金の話になったら
、相手は身内でも・・・
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詐欺防犯対策カルタ

「百サギ一蹴」
p 読み札を読み上げますので、当てはまる
カルタを見つけて札を取ってください。

p なるべく早く取ってください。

p 間違えて違う札を取ってしまっても、その
札をもとの位置に戻し、そのままカルタを
続けてもらってけっこうです。

p 札を取ったら、裏面の「解説」を、対戦相
手にも聞こえるように声に出して読んでく
ださい。

p 次の読み札が読まれるのを待ってくださ
い。

p たくさん取れた方が優勝です。

文献：科研費報告
https://kaken.nii.ac.jp/file/KAKENHI-PROJECT-
15K04041/15K04041seika.pdf
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カルタ「百サギ一蹴」の例

読み札（表） 読み札（裏） 取り札（表） 取り札（裏）
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「消費者力」の育成・強化のために
提言のまとめ
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•科学的エビデンスの基づいた教材
• 社会心理学の応用では、伝統的研究法としてアクションリサーチというの
があり、実践的な現場での現象の統制を企てる。１）消費者教育の現場
の評価→２）実験・調査による仮説検証→３）改善プランを加えた教育現
場→４）再評価のステップを踏む。

• 具体的な知識提供よりもメタ知識（批判的思考、科学知の教育）提供の重
視

•個人特性よりも場面特性を意識したした教材
• 「誰でも消費者トラブルを抱える」可能性を重視するということは、さまざま
な消費場面（個人が置かれた心理的な現実状況）をシミュレーションさせ
ることが重要

• モチベーションが高くて、知識より訓練を重視した教材
• 年齢層に対応したロールプレイ、シミュレーションなどのゲームにより体験
や参加ができる教材開発

• 学び参加するインセンティブを年齢や性別など対象者の特徴に合わせて
付与すること

• 謎解き型のゲーム、メタバース、VRやARの応用などに期待
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御清聴いただき感謝いたします。
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